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われわれがマウスを用いて開発した骨髄内骨髄移植法（IBM-BMT）は、造血幹細

胞（HSC）の増殖・分化を促進するために必要なドナーの間葉系幹細胞（MSC）を

効率よく補充する方法である。この方法をヒトへ応用するために、従来の吸引法

（AM）に代わって灌流法（PM）をサルを用いて開発した。 

この両者（IBM-BMT+灌流法（PM））の組合せによる新しい移植方法は、移植片

対宿主病（GvHD）を発症しないだけでなく、ドナーに対してもレシピエントに対し

ても負担を軽減する優れたもので、難治性の自己免疫疾患や加齢に伴って発症する

種々の難病（Alzheimer 病や肺気腫など）にも強力な武器となりうるものと確信する。 

今後の展望としては、ヒトへの臨床応用として、現在、灌流法＋IBM-BMT の両技

術のコンビネーションにおける安全性を最重点課題として、Phase I Studyを開始した。

安全性が確認されれば Phase II Studyが実施できるように、臨床プロトコールを準備

中である。新しい BMT の方法がヒトへ応用されるようになれば、骨髄ドナーの負担

が軽減される。すなわち、骨髄穿刺針の穿刺部位が 8 ヵ所（従来の方法では 100 ヵ

所以上）ですみ、麻酔から覚醒後には痛みも少なく、歩行可能である。それゆえ、

骨髄バンクへの登録者が増加するし、たとえ、HLA が不一致でも新しい移植方法で

は GvHD も起こらず、生着が促進されるため、前処置も軽減され、患者の負担も少

なくなる、新しい技術により、これまで不治の病であった種々の難病が根治されれ

ば、患者にとってこれ以上の福音はない。 

現在、ヒトへの応用を目指して本院の救命医学科と共同研究中で、脳死患者を用

いて PMと AMとの間の細胞採取量等を検討中である。 

また、国内では、症例が少ないため、国外とも共同研究を検討中である。 

3年間の結果をまとめたので報告する。 

 
平成 25年 3月 

 
研究代表者 池 原  進 
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